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中学生の「生き方」 に関する目中の比較研究
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A　comparative　study　on“the　way　of1ife”of　Japanese　and　Chinese　junior　high　schoo1students

TakakatsuKato，Seiichi　Yamamoto　and　Yiwen　Li（〃∫挑〃θぴPW乃o／o馴，σ〃o㈱伽げ乃〃肋ろα，

1、〃后〃ろα305，ノ4カα〃）

　　This　study　aimed　at　comparison　of“the　way　of1ife”of　Japanese　and　Chinese　junior　high

schoo1students　using　a　questionnaire　consisting　of　four　parts：（1）wishes　regarding　future1ife（2）

reasons　for　studying（3）the　most　important　person（4）the　vision　of　persona11ife　af亡er20years．

The　subjects　were394Japanese　students　and317Chinese　students．1）More　Japanese　students

chose“being　rich　and1iving1uxurious1y”than　Chinese　students　did，whi1e　more　Chinese　students

chose“being　great　and1iving　in　a　respectable　mamer”than　Japanese　students　did．2）More

Japanese　students　chose“demands　of　parents”or“without　aim”than　Chinese　students　did，whi1e

more　Chinese　students　chose“to　be　a　respectab1e　person”，“for　nationa1deve1oment”than

Japanese　students　did．3）The1argest　number　of　both　Japanese　and　Chinese　students　chose

“Mother”．4）The　features　of　Japanese　students’answers　were　re1ati寸e1y　vague　and　fa叩i1y一／

individua1－oriented，wereas　those　of　Chinese　students’were　descriptive　and　occupation－／society－

oriented．

Key　words：comparative　study，Japanese　and　Chinese　junior　high　schoo1students，way　of1ife，

　　　　　　future1ife，reasons　for　studying

　青少年の生き方や生活意識全般に関する調査は，

総務庁青少年対策本部をはじめ，都道府県教育委員

会，各新聞社等によってかなりの数実施されている．

また近年は国際比較についての研究も多くなってい

る．ただし，国際比較は，いわゆる自由主義国が対

象となっており，杜会主義国にっいてのデータはほ

とんどない．たとえば，青少年対策本部の「世界青

少年意識調査」（1978）や「国際比較　日本の子供と

母親」（1981）においても，また福武書店教育研究所

の比較調査（1989）においても中国は含まれていな

い．中国との比較調査は日本青少年研究所の調査

（1989）などに限られている．

　このように，青少年に関する多くの調査が実施さ

れているが，われわれの隣国である中国の青少年の

実態については，きわめて乏しい知識しか持ち合わ

せていない．日中の相互理解と友好を促進するため

には，両国の青少年の生活と意識の特質を知り，理

解し合うことが大切と考えられる．幸い中国青年学

院講師李益文が1987年より2年間，青年心理学研究

のため外国人研究者として筑波大学に滞在したこと

により，加藤，山本，李が共同で研究調査を行うこ

とができた．．調査内容は青少年の生活と今後のあり

方を規定すると考えられる「生き方」に的を絞り，

具体的には「将来の生活にっいての願い」や「勉強

の目的」などによって質問を構成することになった．

　国際比較の場合は，言語の問題や調査対象の選択
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の問題などに制約がともないやすい．本調査も同様

な制約を持つため，結果を一般化するためには，今

後のより厳密な検討を必要とするが，探索的研究と

しての意味は十分にあると思うので，以下にその結

果の一部を報告する．

方　　法

（1）調査内容

　「生き方」の調査内容は「将来の生活についての

願い」「勉強の目的」「自分にとって一番大切な人」

「20年後の自分の生活（自由記述）」からなってい

る．国際比較の場合，翻訳された文がはたして元の

文と同義に解釈されているかどうかという問題が常

につきまとうので，本調査では，できるかぎり一義

的に解釈可能な，簡潔な文で質問を構成するように

配慮した．このため，「将来の生活についての願い」

については大橋教育研究会の調査項目（加藤
ユ974），「勉強の目的」については児童青年心理研究

会（1981）の調査項目を用いた．

　具体的な調査項目は，以下の通りである．

＜日本版＞

　「将来の生活についての願い」の項目

［1コ　あなたは，大きくなったらどんな生活をしたい

と思いますか．つぎのうちで自分の考えにもっとも

近いものを2つえらんで，その番号に○（マル）を

つけてください．

　1．たくさんお金をためて，ゆたかな生活をした

　　い．

　2．偉くなって，たくさんの人に尊敬される生活

　　をしたい．

　3．まずしい人や困っている人のためにつくす生

　　活をしたい．

　4．自分のえらんだしごとに熱中できる生活をし

　　たい．

　5．家族みんなとなかよく，楽しい生活をしたい．

　6．わずらわしいことをさけて，静かにくらした

　　い．

　71歌手や，テレビや映画のスターのように，は

　　なやかな生活をしたい．

　8．牧師やお坊さんのように神さまや仏さまにっ

　　かえる生活をしたい．

　「自分にとって一番大切な人」の項目

［2］　あなたにとって，いちばん大切な人はだれです

か．あてはまる番号に○（マル）をつけなさい．

　1．父　　　　　2．母
　3．きょうだい　4．親類の人（おじ，おぱ，い

5．先生　　　　6．男の友だち

7．女の友だち　8．その他の人

とこ，など）

　「20年後の自分の生活（自由記述）」

［3］　いまから20年後になったとします．あなたはど

んな生活をしているでしょうか．20年後の自分を想

像して，くわしく書いてください．

　「勉強の目的」の項目

、［4］　あなたは，何のために勉強しているのですか．

次のうちから，あてはまるものをいくつでも選んで，

その番号にO（マル）をつけなさい．

　1．親が勉強しろというから

　2．先生が勉強しろというから

　3．一流校に入るため

　4．よいところに就職するため

　5．どこでもよいから上の学校に入るため

　6、どこでもよいから就職できるように

　7．将来，よい相手と結婚できるように

　8．人に尊敬される人問になるため

　9．将来の専門知識を得るため

　10．広く教養を身につけるため
　11．本当にしたい学問（勉強）をするため

　12．人のため，社会のためになるから

　13．国（日本）の発展のため

　14．勉強がすきだから

　15．みんなが勉強しているからしかたなく

　16．他人に負けたくないから

　17．ただ何となく

＜中国語版〉

］，祢長成大人以后，想逆什ム祥的生活幌？琶在下

　　面的題目中迭捧丙介最符合祢的想法的題目，井

　　在逮丙題的編号上刻圏（0）．

　　1）想撞恨多銭，逆富裕的生活．

　　2）想成カ了不起的人，逆被別人尊敬的生活．

　　3）想尽自己的全部力量，帯助貧困和有困堆的

　　　人．

　　4）想献身干我自己逸捧的（即我最熱受的）工

　　　作．

　　5）想和家里的来人一起，逆業熱、愉快的生活．

　　6）想身架汗染乱的事情，逆安安静静的生活．

　　7）想和有名的歌手、屯影明星一祥，逆紅紅火

　　　火的生活．

　　8）想和和尚、牧州一梓，逆力神，カ上帝服劣

　　　的生活．
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二，ヌ寸祢来説，最最重要的人是誰汀青在下面的人伯

　　中逸捧一介最符合祢的想法的人，井在前面的編

　　号上刻圏（0）．

　　1）父業　　2）母幸　　3）兄弟姐妹

　　4）老仰　　5）素戚　　6）男朋友

　　7）女朋友　8）其他人

三，20年之后（比如，祢現在十安，那ム，到三十安

　　以后），休想忠ム祥生活口尼P竜想像一下祢20年以

　　后的情況（比如，干什ムエ作，逆什ム地的生活，

　　成力什ム祥的人等等），詳細地，具体地写在下

　　面．

四，祢カ了什ム目的而学ヨPi青在下面的題目中迭出

　　遣合祢的想法的条目，井在編号上刻圏（O）．（注

　　意：逸捧的数目不限）

　　1）因力父母説：祢要学ヨ．所以我只好学ヨ．

　　2）因ヵ老姉説：祢要学ヨ．所以我只好学ヨ1．

　　3）カ了想遊重点学校而学．

　　4）カ了将来遊入好訟位就・皿而学．

　　5）不拾呼来能遊什ム祥的学校，只要能升学就

　　　学．

　　6）不モ合将来能避什ム祥的単位，只要能就皿就

　　　学．

　　7）力了将来抜介好ヌ寸象，井和好ヌ寸象結婚而学．

　　8）カ了成カ受人尊敬的人而学．

　　9）カ了将来荻得去皿一知枳而学．

　　10）カ了提高自己的教芥水平而学．

　　！1）力了将来能摘学向而学．

　　12）力了他人，力了社会而学．

　　13）カ了国家的麦展和富裕而学．

　　14）因力受学ヨ，所以学ヨ．

　　15）因カ大家都学ヨ，所以我也学ヨ．

　　16）因カ我不想輸給別人而学．

　　17）我不知道力f＋ム而学．

（2）調査対象および調査時期

　日本および中国の調査対象者の内訳は，以下の通

りであった．

　日本：首都圏（東京都・神奈川県）の公立中学校

　　2年生　計285名（男子160名　女子125名）

　　　　富山市の公立中学校

　　2年生　計109名（男子53名　女子56名）

　中国1北京市内の公立中学校（重点校）

　　1～3年生　計213名（男子93名　女子120名）

　　　　西安市内の公立中学校（普通校）

　　3年生　計104名（男子43名　女子61名）

　調査の期問は，1988年9月一1989年1月であった．
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　ここでいう中国の重点校とは，中国の各分野にお

けるエリート養成のため優秀な大学への進学をめざ

す，学力の非常に高い生徒を集めた，いわゆるエリー

ト校にあたる．また中国における北京市および西安

市は，日本の首都圏及びそれに準ずる地域とみなさ

れる．

　また，以降の分析では，まず日本の首都圏（東京・

神奈川）と地方（富山）の中学生の「生き方」の比

較を行った後，日本（首都圏）と中国（重点校），中

国（普通校）の中学生の比較を，上記の［1コ～［4］の

「生き方」に関する4点について行った．（なお，質

問紙の各問による有効回答数の違いのため，以降の

各分析における分析対象数は異なっている．）

結果と考察

（1）日本の首都圏と地方の中学生における「生き方」

　　に関する比較

　日本の首都圏（東京・神奈川）と地方（富山）の

中学生における3つの「生き方」に関する結果は

Tab1e1の通りであった．ここで「将来の生活につい

ての願い」「自分にとって一番大切な人物」「勉強の

目的」について，男子・女子・全体別で，それぞれ

の全項目に関して首都圏と地方の各項目の選択率の

比較を行ってみた．λ2検定（各セルの全回答数を

100％とした）の結果，ごく一部（「勉強の目的」の

男女合計で，項目16，17に首都圏と地方の有意差が

あった．）を除き，他のすべての項目に有意な差は見

られなかった．これより，日本の中学生の場合，「生

き方」に関しては，首都圏一と地方都市の問にはあま

り違いがないものと考えられた．

　なお上記の結果より，以降の日中の比較分析では，

首都圏の中学生を日本の中学生の一代表と考えて検

討を行った．

（2）　「将来の生活についての願い」に関する目中比

　　較

　日本と中国（重点校，普通校）の中学生の「将来

の生活についての願い」について，Tab1e2および

Fig．1，Fig，2に示す結果を得た．（Fig．内の項目1

～8は，設問［1］「将来の生活につし）ての願い」での

選択肢1～8番に相当する．）

　これらの結果から，全体的には，日本の中学生も

中国の中学生も共通して項目4（自分の選んだ仕事

に熱中できる生活をしたい．）と項目5（家族みんな

となかよく，楽しい生活をしたい．）を多く選択して

いることがわかる．また，日本の中学生が多く選択

し，中国の中学生は少なく選択し，両者の差が大き

な項目としては，項目1（たくさんお金をためて，
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Tab1e1 日本の首都圏（東京・神奈川） と地方（富山）の中学生における「生き方」に関するキヒ較、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位％）

「生き方」 男 首都圏 地方 女首都圏 地方 計首都圏 地方

「将来の生活」 146名 53名 124名 54名 270名 107名
一 一 一

1 48．63 35．85 37．90 37．04 43．70 36．45

2 6．16 9，43 0．81 O．00 3．70 4．67

3 5．48 5．66 8．06 12．96 6．67 9．35

4 63．70 71．70 60．48 77．78 62．22 74．77

5 54．79 69．81 75．81 66．67 64．44 68．22

6 15．75 5．66 12．90 5．56 14，44 5．61

7 5．48 1．89 3．23 0．00 4．44 O．93

8 O．OO O．00 0．81 0．00 0．37 O．00

「大切な人物」 140名 53名 89名 55名 229名 108名
一

1 44，29 58．49 33．71 23．64 40．17 40．74

2 47．14 28．30 51．69 45．45 48．91 37．04

3 5．00 5．66 6．74 5．45 5．68 5．56

4 2．14 1．89 1．12 7．27 1．75 4．63

5 0．00 0．00 0．00 O．00 O．00 0．00

6 12．86 15．09 1．12 0．00 8．30 7，41

7 3．57 1．89 12．36 14．55 6．99 8．33

8 15．00 9，43 22．49 12．73 17．90 11．11

「勉強の目的」 160名 53名 125名 56名 285名 109名
■　　■　　■　　■　　一　　’　　■　　一　　1　　－　　1　　■　　1　　1　　1　　1　　一　　■　　一

1 15．00 20．75 3．20 16．07 18．60 18．35
2
一

1．25 5．66 8．80 8．93 4．56 7．34

3 14．38 32．08 8．00 7．14 11．58 19．27

4 48．75 71．70 32．80 42．86 41．75 56．88

5 24．38 22．64 30．40 17．86 27．02 20．18

6 15．63 9．43 14．40 12．50 15．09 11．01

7 8．13 18．87 17．60 17．86 12．28 18．35

8 12，50 18．87 13．60 7．14 12．98 12．84

9 24．38 26．42 26，40 41．07 25．26 33．94

10 40．OO 37．74 43．20 33．93 41．40 35．78

11 12．50 13，21 13．60 16．07 13．33 14．68

12 11．25 20．75 8．80 5．36 10．18 12．84

13 5．63 5．66 4．00 1．79 4．91 3．67

14 1．25 1．89 3．20 0．00 2．11 O．92

15 8．13 11．32 20．00 17．86 13．33 14．68

16 18．75 43．40 23．20 37．50 ＊20．70 40．37

17 23．75 7．55 38．40 16．07 申30．18 11．93

（非力＜．01）
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Tab1e2 日本と中国の中学生の「将来の生活についての願い」
（単位％）

男子 女子 計
項 目 日本 中国 中国 日本 中国 中国 日本 中国 中国

（重点校） （普通校） （重点校） （普通校） （重点校） （普通校）

1　たくさんお金をため，豊かな生
活 48．6 20．5 7．9 37．9 14．6 9．3 43．7 ユ7．0 8．7

2　えらくなって，人から尊敬され
る生活

6．2 25．6 44，7 0．8 30，O 27．8 3，7 28．2 34．8

3　貧しい人や困っている人にっく
す生活

5．5 20．5 10．5 8．1 16．4 13．O 6．7 18．ユ 12．O

4　自分の選んだ仕事に熱中できる
生活 63．7 66，7 79，O 60．5 65，5 70．4 62，7 66．0 73．9

5　家族と仲良く楽しい生活 54．8 39．7 39．5 75．8 45．5 53．7 64．4 43．ユ 47．1

6　わずらわしいことを避け，静か
にくらす 15．8 23．1 15．8 ！2．9 20，O 13．0 14．4 21．3 14．1

7　歌手やスターのようなはなやか
な生活

5．5 3．9 2．6 3．2 7．3 13．0 4．4 5．9 8．7

8　牧師やお坊さんのような神仏に
つかえる生活

0．0 0．0 O．O 0．8 0．9 0．0 0，4 0．1 0．0

全体数（人） 146 78 38 124 110 54 270 188 92

日本□　　　　…1
蝦〕，．、．磁霧㌍、．

Fig．1
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1　234　5　6　78「将来の生活についての願い」に関する比較
（女子）

Tab1e3 日本と中国の中学生の「将来の生活について

の願い」　　　　（5％以上の被選択ペア）
　　　　　　　　　　　　　　　単位％

被選択ペア 日本 中国（重点校） 中国（普通校）

1＋2 O．4 5．1 1．0

1＋4 16．9 7．1 4．1

！＋5 20．6 8．6 5．2

2＋4 0．7 19．3 26，8

2＋5 2．2 4．1 10．3

3＋4 1．8 911 8．2

3＋6 O．7 5．1 3．1

4＋5 35．3 25．4 30．9

4＋6 5．5 8．6 8．2

5＋6 3．3 6．1 3．1

全体数（人） 272 197 97

Fig．2

豊かな生活をしたい．）が挙げられる．逆に日本の中

学生は少なく，中国の中学生が多く選択している項

目として，項目2（えらくなって，たくさんの人に

尊敬される生活をしたい．）が挙げられる．これらの

結果から，日本の中学生も中国の中学生もともに，

自分の仕事に熱中し，家族と楽しい生活を第一に希

望していること，また日本と申国の中学生の違いと

して，日本では人に尊敬されることよりも経済的に

豊かな生活のほうを望むのに対して，中国ではむし

ろ経済的に豊かな生活よりも人から尊敬される生活

を選ぶという特徴をもっことが示唆される．

　男女差についてはFig．1，Fig．2を対照すると，中

国ではどの項目もほとんど差がみられないのに比べ，

日本では項目5（家族みんなとなかよく，楽しい生

活をしたレ）．）で，男子より女子が顕著に多く選択し

ていることが読み取れる．これはまだ日本女子に根

強く残っている家庭志向を示唆する結果ではなかろ
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Tab1e4 日本と中国の中学生の「勉強の目的」
（単位％）

男子 女子 計
項 目 日本 中国 中国 日本 中国 中国 日本 中国 中国

（重点校） （普通校） （重点校） （普通校） （重点校） （普通校）

1 親が勉強しろというから 15．O 10．8 O．O 23．2 6．7 3．3 18．6 8．5 1．9

2 先生が勉強しろというから 1．3 3．3 O．O 8．8 1．7 0．0 4．6 2．8 O．O

3 一流校に入るため 14．4 10．8 9．3 8．0 25．8 8．2 11．6 19．3 8．7

4 良いところに就職するため 48．8 22，6 34．9 32．8 35．8 52．5 41．8 30．1 45．9

5 どこでもよいから上の学校へ入
るため 24．4 21．5 4．7 30．4 0．8 3．3 27．0 1．4 3．9

6　どこでもよいがら就職できるよ
うに 15．6 1．1 14．0 14．4 0．8 1．6 15．1 0．9 6．7

7　将来，よい相手と結婚できるよ
うに

8．1 6．5 9．3 17．6 3，3 1，6 12，3 4．7 4．8

8　人に尊敬される人問になるため 12．5 35．5 37．2 13．6 35．O 41．O 13．O 35．2 39．4

9　将来の専門知識を得るため 24．4 37．6 30．2 26．4 28．3 41．O 25．3 32．4 36．5

10広く教養を身につけるため 40．0 52．7 55．8 43．2 60．8 62．3 41．4 57．3 59．6

11本当にしたい学問（勉強）をす
るため 12．5 28．O 20．9 13．6 19．2 4，9 13．3 23．0 12．5

！2人のため，社会のためになるか
ら

1．3 25．8 16．3 8．8 13．3 27．9 10．2 18．8 23．1

13国（日本・中国）の発展のため 5．6 41．9 55．8 4．O 35．8 65．6 4．9 38．5 61．5

14勉強が好きだから 1，3 8．6 4．7 3．2 8．3 3，3 2．1 8．5 3．9

15　みんなが勉強しているからしか
たなく

8，1 9．7 O，O 20．O 8．33 4．9 13．3 8．9 2．9

16　他人に負けたくないから 18．8 33．3 25．3 23．2 35．8 32．8 20．7 37．7 29．8

17ただ何となく 23．8 5．4 2．3 38．4 5．0 1．6 30．2 5．2 1．9

全体数（人） 160 93 43 125 120 61 285 213 104

日本□　　　　中国一　　　　　中国囮
　　　　’（重点校）’’’　　’’（普通校〕’1’…’’川’’

　　1・2　1＋4　1＋5　2＋4　2＋5　3＋4　3＋6　4＋5　4＋6　5＋6

Fig，3　「将来の生活についての願い」に関する比較

　　　　　　　　　　　　（5％以上の被選択ペア）

うか．

　なお「将来の生活にっいての願い」は，実際には

選択肢から2つを選ばせていることから，さらに選

択のペアという観点から，全体数の5％以上から選

択されたペア（以下では被選択ペアと呼ぶ）につい

ての分析も行った．これも全体のほか，男子，女子

についての分析検討も行ったが，5％以上の被選択

ペアの種類もほぼ同じで，また特筆すべき性差も見

%
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Fig，5　「勉強の目的」に関する比較（女子）
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Tab1e5 日本と中国の中学生の「自分にとって一番大切な人」
（単位％）

男子 女子
項

計
目 日本 中国 中国 日本 中国 中国

（普通校）
日本 中国 中国

（重点校） （重点校） （普通校） （重点校）（普通校）

1 父 44．3 28．0 27．9 33．7 25．8 26，2 40．2 26．8 26．2

2 母 47．1 33．3 34．9 51．7 50．8 65．6 48．9 43．2 52．9

3 きょうだい 5．0 ユ0．8 4，7 6，7 5．8 ユ．6 5．7 8．O 2．9

4 親類の人 2．1 6．5 11．6 1．1 4．2 6．6 1．8 5．2 8．7

5 先生 O．O 1．1 0．0 0．O 2．5 O．O 0．O 1．9 O．0

6 男の友だち 12，9 7．5 7．O 1．ユ 6．7 0．0 8．3 7．O 2．9

7 女の友だち 3．6 7．5 16．3 12．4 11．7 4．9 7．O 9．9 9．6

8 その他の人 15．0 18．3 1！．6 22．5 9．2 8，2 17．9 13．2 9．6

全体数（人） 140 93 43 89 120 61 229 213 104

られなかったため，今回は全体の結果のみFig．3，

Table3に示した．

　Fig．3を見ると，日本と中国の中学生に共通して

選ばれているペアは，4＋5で，この結果は上述の

結果と一致するものであった．また日本の中学生の

ほうが顕著に多く選択しているペアは，1＋4と

1＋5で，逆に中国の中学生のほうが顕著に多く選

択していペアは，2＋4であった．この結果も，上

述の結果を支持するものであったといえよう．

（3）　「勉強の目的」に関する目中比較

　日本と中国（重点校，普通校）の中学生の「勉強

の目的」について，Table4およびFig．4，Fig．5に

示す結果を得た．（Fig．内の項目1～17は，設問［4コ

「勉強の目的」での選択肢1～17番に相当する．）

　これらの結果より，全体的に日本と中国の中学生

に共通して多く選択されている「勉強の目的」項目

としては，項目4（よいところに就職する），項自9

（将来の専門知識を得る），項目10（広く教養を身に

つける），項目16（他人に負たくないから）などが挙

げられよう．また，日本の中学生が多く選択し，中

国の中学生は少なく，両者の差が大きな選択項目と

しては，項目1（親が勉強しろというから），項目5

（どこでもよいから上の学校に入るため），項目

17（ただ何となく）などが読み取れよう．その逆に，

日本の中学生は少なく，しかも中国の中学生の選択

数が多く，両者の差が大きな選択項目には，項目8

（人に尊敬される人問になるため），項目13（国の発

展のため）などがあった．

　男子についてはFig．4を見ると，日本の男子中学

生が中国の男子中学生に比べて，明らかに項目4（よ

レ）ところに就職するジを多く選択していることがわ

かる．女子についてはFig．5を見ると，日本の女子中

学生は中国に比べて，項目7（将来，よレ）相手と結

秀 ’日本□’’’’’’鶴肝’’’’’’1魂霧）脇H’

　　　1　　2　　3　　4　　5　　6　　7　　8

Fig．6　「自分にとって一番大切な人」に関する比較

　　　　（男子）

％　’’
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Fig．7　「自分にとって一番大切な人」に関する比較

　　　　（女子）

婚するため）を多く選択している傾向が読みとれる．

　以上の結果を概括すると，勉強に関しては，良く

も悪くも，日本の中学生は目標が暖昧で主体性に欠

け，受け身的な感じであるのに対し，申国の中学生

は，かなり目標が明確で，主体的，意欲的であり，

かつ国の発展のためという目的意識が強いことが推

察される．

（4）　「自分にとって一番大切な人」に関する目中比

　　較

　日本と中国（重点校，普通校）の中学生の「自分

にとって一番大切な人」について，Tab1e5および
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Tab1e6 「20年後の自分の生活」の仕事に関する日中比較
（％）

カテゴリー 度数 なんらかの サラリーマン
サラリーマン＊

仕事に関す 空白・わか
仕事をしている 以外の仕事 る記述無し らない

日本 中学男子 （66） 18．2 21．2 18．2 36．4 6，1

中国重点校 中学男子 （69） 1．4 84．1 2．9 8，7 2．9

中国普通校 中学男子 （46） 28．3 50，O 2．8 10．1 817

日本 中学女子 （56） 32．1 35．7 3．6 28．6 O．0

中国重点校 中学女子 （46） 10．9 74．0 2．2 13．0 0．O

中国普通校 中学女子 （75） 20．O 69．3 1．3 8．0 ！．3

日本 中学全体 （122） 24．6 27．9 11．5 32．8 3．3

中国重点校 中学全体 （115） 5．2 80．O 2．6 10．4 1．7

中国普通校 中学全体 （！21） 23．1 62．0 1．7 9．1 4．1

＊　日本ではサラリーマン，中国では公務員と記述したもの

Fig．6，Fig．7に示す結果を得た．（Fig．内の項目1

～8は，設問［2］「自分にとって一番大切な人」での

選択肢1～8番に相当する．）

　これらの結果を見ると，全体では日本の中学生も

中国の中学生も，ともに項目1（父）と項目2（母）

を一番大切な人として最も多く選択していることが

読みとれる．これは日本における従来の調査結果等

　（NHK世論調査部　1984）とも一致している．

　またFig．6を見ると，日本の男子中学生は中国の

男子中学生よりも，やや多く項目ユ（父）・項目2

（母）を選択する傾向がうかがわれる．女子につい

てはFig．7より，日本と中国の女子中学生がともに

項目2（母）を選択する割合が高く，項目1（父）

のほぼ2倍に相当することが共通した特徴である．

この傾向は，日中に共通する，男子との大きな差異

といえるものである．

　なお，項目8（その他の人）については，本調査

では具体的な記述を求めていないため，詳細な分析

はできなカ干った．ただここで日本の女子中学生の選

択数が他に比較してかなり多いという点が注目され

るが，これは身の回り以外の人に対する関心がふえ

ていることをうかがわせるものであろう．

（5）　「20年後の自分の生活（自由記述）」に関する目

　　中比較

　ここでは，設問［3］番における，20年後の自分の生

活像に関する個々の中学生の自由記述の結果を，具

体的な仕事の視点（具体的な仕事を記述してレ）るか

否か），社会志向一個人志向の視点（国家・社会への

献身か，個人の自己実現カ）），家庭志向一仕事志向の

視点（より家庭的カ）仕事重視か），生活の水準（質

素，ふつう，裕福のどれか）の視点，という4つの

日本

申国重点校
申国普通校

日本

申国重点校
’申国普通校

日本

申国重点校
申国普通校

申学男子
申学男子
申学男子

申学女子
申学女子
申学女子

中学全体
中学全体
申学全体

100
　■仕事をしている
　蟹璽サラリーマン以外の仕事

　翻蟄サラリーマン
　睡囲仕事に関する記述無し

　脇空白・わからない

Fig．8　「20年後の自分の生活」の仕事に関する日中

　　　比較

視点に立って，それぞれの視点で自由記述の結果を

分類し，以下のような分析検討を行った．（なお実際

の分類作業にあたっては，心理学専攻者2名による

検討を経ている．）

①「20年後の自分の生活」における具体的な仕事の

内容に関する日中比較

　Tab1e6，Fig・8が分類整理した結果である．Fig．

8を見ると，全体では日本の中学生は「サラリーマン」

という記述や「仕事に関する記述無し」の者が多く，

逆に中国の中学生の方は，「サラリーマン（中国の場

合は，一般の公務員を指す）という記述以外の仕事」

っまり，より具体的な職業を記述しているものが多

いことが読み取れる．また，日本の女子中学生の方

が，男子中学生より「仕事に関する記述無し」が少

ないこと，つまり女子中学生の方が，仕事に関する

記述が多いという結果は，最近の女性の社会進出と

関連する結果と思われる．この意味で，日本の女子

申学生は，中国の女子中学生と同様の方向へ変化し

ていることが推察される．
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Tab1e6－a 「20年後の自分の生活」の具体的職業一覧

121

日　　　　　　　　　　本

ブルトレの運転手

地球の征服

一般航海士

絵本作家

サーフショツプ

店舗経営・自営業

銀行員
飲食業（ラーメン屋，コック，喫茶店，
アイスクリームショップ，ステーキ屋）
薬剤師

看護婦

弁護士（法律関係）

社長

星に関係した仕事

獣医・動物関係

先生（小，英語カ）社会）

レーサー，エンジニア

テレビ局

漫画家，アニメーター

プロ野球，プロスポーツ

美容師

テレビタレント，歌手，俳優，女優

映画脚本家

保母，幼稚園の先生

デザイナー

声優

球場アナウンサー

ペンション経営

バレエの先生

ピアニスト

　　　中　　　　　　　　　　国

研究者（科学技術・理学・科学家など）

　　　（医学者）

　　　（生物学・動物学）

　　　（数学）

　　　（天文学）

　　　（考古学）

　　　（文学）
　　　（内容記載なし）
工程師（科学技術者）
医者

教師

政治家

倒令（ヤミの商人）

国際貿易

テレビ関係（アナウンサーなど）

社長・企業経営

警察官

弁護士

労働者

解放軍・軍官，

コンピューター関係

音楽・芸術（芸術とのみ記載）

　　　　　（音楽）

　　　　　（画家）

　　　　　（書家）

建築家

新聞の編集・記者

通訳・翻訳（英語など）

運転手（タクシー・トラック）

探検家

慈善事業家（福祉）

芸能人（映画スター，歌手など）

服飾デザイナー

美容師

サービス業・店員

体育選手（サッカーの監督など）

文学者・作家

旅行会社

タイピスト

外交官

　Tab1e6－aは，日本と中国の中学生が実際に記述し

た，具体的職業の内容を一覧表にまとめたものであ

る．これを見ると，中国では科学技術に関する研究

や，国家社会の発展に結びついていく職業に対する

関心が多く，日本では高度経済社会における個人的

な夢や関心を記述しているものが多いことが特徴と

思われる．さらに自由記述文の長さについては，日

本の中では，首都圏の中学生に比べて，富山の中学

生の方が記述が長く，内容的に豊富なものが多く見

られた．特に首都圏の中学生は，記述のないものも
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Tab1e7 「20年後の自分の生活」の社会一個人志向に関する日中比較
（％）

カテゴリー 度数 社会志向 両面志向 個人志向
どちらも記
述無し

分類不能

日本 中学男子 （65） 1．5 O．0 52．3 40．O 6．2

中国重点校 中学男子 （60） 16．7 21．7 46．7 6．7 8．3

中国普通校 中学男子 （43） 16．3 25．6 44．2 4．6 9．3

日本 中学女子 （56） 1．8 3．6 76．8 17．8 O．O

中国重点校 中学女子 （40） 15．0 27．5 50．0 2．5 5．0

中国普通校 中学女子 （61） 14．7 14．7 64．O 3．3 3．3

日本 中学全体 （121） 1．6 1．6 63．6 29，8 3．3

中国重点校 中学全体 （100） 16．O 24．O 48．O 5．0 7．O

中国普通校 中学全体 （104） 15．4 19．2 55．8 3．8 5．8

見られ，記述してあっても，きわめて短く簡単で，

記述に対する熱意の感じられないもの（中には投げ

やりとも思われるものも僅かながらあった）が多い

ことが特徴的であった．それに比べて中国の中学生

では，記述も長く豊富で，将来への理想を熱意をもっ

て語るものが多いことがきわだった特徴として見ら

れた．

　以下に，さらに仕事に関する記述のなかで，より

代表的と思われる事例のいくつかを列挙する．

＜東京　中2男子〉

　『多分，ふつうの会社につとめてふつうの仕事を

　　して，ふつうのなやみがある一ぱん的なサラ

　　リーマンだと思う．』

　『好きな仕事をしてたのしく平和にくらしたい．』

　『自然はかいがされていない所にペンションを経

　　営して平和にくらしている．』

＜東京　中2女子〉

　『どこかの会社に就職していると思う．』

　『結こんをして，平和にくらしているか，キャリ

　　アウーマンで，銀行員をしている．』

　『小学校の先生になって，みんなの心がわかって

　　あげられる，いい先生になっていたい．授業を

　　工夫して，生徒たちをひきこめる授業ができる

　　ようになりたい．』

＜北京　中2男子〉

　『20年後，私は記者，あるいは新聞の編集者にな

　　りたいです．国民のために真理を求めたいです．

　　円満，幸福な生活をしたいです．自分の知識が

　　深くて，すべての困難が克服できます．当然，

　　給料，ボーナスなどが中等，あるいは中等以上

　　の水準でも満足します．しかし，へんな金を拒

　　否します．精神的な生活については，充実，高

日本

申国重点校
申国普通校

日本

中国重点校
申国普通校

日本

申国重点校
申国普通校

Fig．9
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申学男子
申学男子

中学女子
申学女子
中学女子

申学全体
中学全体
申学全体
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野甲　　記述無し
響’鰯分類不能

翻腎．

「20年後の自分の生活」の社会一個人志向に

関する日中比較

　　尚で俗ばなれしています．大きな官員，あるい

　　は高級の役人を担当したくない．これが多数の

　　大衆を離れさせるからです．自己の仕事の中に

　　いくつかの成功と失敗を希望しています．いつ

　　までも真実のことを話したいです．』

＜北京　中1男子＞

　『私は科学研究をして学位を獲得したいです．ゆ

　　たかな，安定した，静かな生活をしています．

　　人々に尊敬される人になります．』

一＜西安　中3男子〉

　『20年後，私は静かな生活ではなく医者になりた

　　いです．国の医学のため貢献したい．そして祖

　　国に先進国を超えさせます．たとえば，日本，

　　アメリカ，など．』

＜北京　中2女子〉

　『私は工程師になって，科学技術の面で業績をあ

　　げたいです．あるいは世界で特許を獲得したい

　　です．しかし人々に注目されたくないんです．

　　私は世界中で有名な大学へ研修に行きたいです．
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Tab1e8 「20年後の自分の生活」の家庭一仕事志向に関する日中比較
（％）

カテゴリー 度数 家庭志向 仕事志向 混合
関連する記
述無し

日本 中学男子 （61） 45，9 26．2 19．7 8．2

中国重点校 中学男子 （58） 8．6 70．7 20．7 0．0

日本 中学女子 （56） 48，2 23．2 26．8 1．8

中国重点校 中学女子 （40） 12．5 50．O 22．5 15．0

日本 中学全体 （117） 47．O 24．8 23．1 5．1

中国重点校 中学全体 （98） 10．2 62．2 21．4 6．1

精神，物質とも満足したいです．仕事と生活の

両方が互いに邪魔しないことを希望します．』

　（注：工程師とは，研究者に近い技術開発研究

員に相当する職称）

『20年後，私は女軍官になって忙しくて有意義な

生活をしたいです．知識があり，能力があり，

人々に尊敬される幹部になりたいです．いまか

ら自分の知識教養を高めて，言うこともズバズ

バ言うしやることもバリバリやる性格を培いま

す．世界の有名人のように人前に顔を出して，

人前に出ています．』

『30代頃に静かで楽な生活をしたいです．家族と

なかよく楽しく暮らしたいです．20才，30才の

時，何でもやってみたいです．40才になれば安

定した仕事をしたいです．例えば，作家，警察

長なんかしています．国，社会の発展のために

自分の力を貢献するだけでなく，給料も高いし

生活もゆたかで楽です．有名な文人義士になっ

て，人々に尊敬されたいです．もしチャンスが
あれば，私はたくさんの金を稼いで世界中をま

わりたいです．（もちろん，多くの外国語ができ

ます．たとえば，英語，日本語，ドイツ語，ロ

シア語，フランス語など）世界での奇跡と創造

を全部見てみたいです．才能見識が広く，各地

の風土人情を知って多くの友達を持っている人

になりたいです．』

②「20年後の自分の生活」における社会一個人志向

に関する日中比較

　Tab1e7，Fig．9が分類整理した結果である．Fig．

9を見ると，全体では，日本の中学生ではほとんど記

述されていない，「社会志向」や社会志向を半分含む

「両面志向」が，申国では半数近くの中学生で記述

されていることがわかる．また明らかに，「どちらも

記述無し」が日本の中学生で多いこともこの結果の

日本　　　　中学男子
中国重点校　中学男子

日本　　　中享女子
中国重点校　中学女子

日本　　　　中学全体
中国電点校　中学全体

■家庭志向
匿董璽仕事志向

鰯混合
唖関連する
　記述無し

Fig．10　「20年後の自分の生活」の家庭一仕事志向に

　　　　関する日中比較

特徴といえよう．

　さらに，以下で社会志向一個人志向に関連する記

述の中から，より代表的と思われる事例のいくつか

を列挙する．

＜東京　中2男子〉

　『本当に，人のためになることや，支えになれる

　　ようなことのできる生活．』

　『プロサーファーになり，お金をためて海の近く

　　に家を買い，サーフィンのおみせをひらき，もっ

　　と金をためてせかいじゅうにおみせをつく
　　る！！　（ゆめ）』

＜東京　中2女子〉

『自分のえらんだしごとをしているか，たのしくく

　らしていたい．』

『赤貧にあえぎながら弁護士をしている．』

＜北京　中1男子〉

　『20年後，国家の指導者になりたいです．自分の

　　全部の力で，国民に服務している人になります．

　　私はまず高級幹部の中の党員幹部をまじめに整

　　理します．そして，上から下にいたる整理をし

　　ます．または私は真に知識人の地位を重視し，

　　知識人の待遇を高めてあげます．わが国の科学

　　技術水準を高めつづけて先進国と競争します．
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　実力で世界の平和を維持します．祖国をさらに

　繁盛させ，富裕にさせます．私は将来きっと気

　にあう人をさがしてきます．生活がゆたかかど

　うか関心をもちたくないけれども普通であれば，

　十分だと思います．私は博学で清貧で高尚で道

　徳的な，比較的完備している人になりたいと思

　います．』

＜北京　中2男子〉

　『ゆたかで安定していて，人々に尊敬される生活

　をしたいです．できるだけ困っている人を助け

　てあげたいです．20年後，人才が重視され，才

　能が十分に発揮できる部門で研究の仕事をした

　いです．仕事の業績をあげてやさしい人になり

　たいです．いつも民族の利益をわすれずに，国
　め発展のために献身します．』

＜北京　中1女子〉

　『私は］生懸命に好きな芸術の仕事を探し求めま

　す．わずらわしいことを避けて，楽な生活をし

　たいです．世界に旅行に行きます．平日に小説

　をつくっているけれども，一回も発表しないの

　です．私は自分の目で，世界を観察して自分と

　対話します．私は自然の夙景に陶酔し，桃花源

　の生活をし，陶淵明のような生活をしています．

　音楽を聞き，名画を鑑賞し，夕陽を見，月や星

　を見ながら，芸術の中にとけ込みます．少しも

　妨げがなく，いつまでも一人で生活していま
　す．』

　『私は慈善事業をしたいです．全部の力と時問で

　老人，児童，身体障害者を助けます．この理想

　を実現しなければならないと思います．独立な，

　自主的な生活をしています．有名でなくとも，

　他人に有益な人になります．』

③「20年後の自分の生活」における家庭志向一仕事

志向に関する日中比較

　Tab1e8，Fig．10が分類整理した結果である．Fig．

10を見ると全体では，日本の中学生では「家庭志向」

の者が約半数（47％）を占め，これが第一位なのに

対して，中国では，62％の者が「仕事志向」の記述

を行っていることがわかる．これは日本と中国の中

学生の差異を端的に示すものであると思われる．特

にこの視点では，日本も中国も，性差はほとんど見

られず，日本と中国の申学生の差が明瞭に現れてい
る．

　さらに，以下で家庭志向一仕事志向に関連する記

述の中から，より代表的と思われる事例のいくつか

を列挙する．　　　　　　　。

＜東京　中2男子〉

　『会社に就職して，つまもいて，子どももいて，

　マイホームがある．』

　『普通のサラリーマンで家族みんなとなかよく，

　楽しいゆたかな生活をしていると思う．』

　『スポーツをしながらたのしい家ぞくを築きた

　い．』

＜東京　中2女子＞

　『自分のやりたい仕事に熱中して，自分の目標を

　もって満足な生活をしている．趣味などを楽し

　みながら…．』

　『10才と8才の女の子と男の子がいて，小さな2’

　階建ての家に住んでいたい．でかい猫（おす）

　を一匹かいたい．子供が小学校に行っている間

　に掃除，せんたく，買い物に行く．男の子はサッ

　カークラブに入れて，女の子はスイミングクラ

　ブに入れる．練習の日にはきちんと見に行く．

　休みの日に・は遊園地に子供と遊びに行って，自

　分もいっしょに遊ぶ．』

＜東京　中2女子〉

　『ごく普通の男の人と結婚して子供も2人ぐらい

　いる．保母の仕事にもついている．なんのトラ

　ブルもなく毎日平和に幸わせに生活している．』

　『結こんしてて，中学校の近くに住む．やさしい

　ママさんになる1中学生と小学5年生の子供が

　いて，自分の選んだ仕事につく．しあわせいっ

　ぱいの生活をする．家はわりと大きくて2～3

　がいだて．庭が大きく犬と猫（おす）を2ひき

　ずつかっている．子供が学校から帰ってきたら

　おやつを出してあげる．』

＜北京　中2男子〉

　『生物を研究するつもりです．あるいは天体物理

　学を研究したいです．もちろん，いい生活をし

　たいです．もし，研究の仕事をするなら，私は

　独身生活をしたいです．これは研究の邪魔をし

　ないからです．そして国のためもっと多くの仕

　事をします．私の生活はたくさんのお金が必要

　じゃなくて足りていれば満足だと思います．私

　は平凡な人になって苦難が多いことを希望しま

　す．私の性格は孤独になればなるほどよいと

　思っています．そして他人が私に会うと，すぐ

　に嫌だなと思われる方がよいと思います．これ

　を実現することは難しいかもしれないけれども．

　もし，私が生物学者になれば原始の森林に行っ

　て原始人のような生活をしたいです．動物の中

　に生活して，研究し，探索したい！』

＜北京　中2女子〉

　『20年後，私は大きなことをしたいです．人々に

　尊敬されるような生活をしたいです．家庭の中
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Tab1e9 「20年後の白分の生活」の生活水準に関する日中比較
（％）

カテゴリー 度数 裕福な生活 普通の生活 質素な生活
関連記述無
し・不明

日本 中学男子 （61） 18．0 31．1 0．0 50．8

中国重点校 中学男子 （58） 32．8 22．4 1．7 43，1

中国普通校 中学男子 （40） 17．5 7．5 O．0 75．0

日本 中学女子 （56） 17．9 14．3 1．8 66．1

中国重点校 中学女子 （40） 30．0 22．5 2．5 45．0

中国普通校 中学女子 （60） 20．0 5．O 0．0 75．0

日本 中学全体 （117） 17．9 23．1 O．9 58．1

中国重点校 中学全体 （98） 31．0 22．4 2．0 43．9

中国普通校 中学全体 （100） 19．0 6．0 0．0 75．0

　はなかよく楽しいです．私は国家の高級リー

　ダーまたは国の総理とか主席などになりたいで

　す．これは野心ではないと考えています．人間

　として，勇気がなければ，理想的な人とは言え

　ないでしょう．国家には有用で国民のために利

　益を図る人になります．国家と国民のために全

　ての能力を発揮したい．大きな困難にあっても，

　私は克服できます．もし，あとで本当に国家の

　　リーダーになれば必ずうまくやります．私の部

　門を模範になるようにしたいです．私は仕事の

　ために全部を犠牲にします．』

＜西安　中3女子〉

　『20年後の生活が今日の想像と違うかもしれない

　ですが結婚していることはもちろんだと思いま

　す．誰も同じでしょう．20年後，英語の先生に

　なるでしょう．もし私が教師になれば，熱中し

　て学生にたくさんの知識を教えてあげます．20

　年後，私はもう結婚して，家庭の主婦として夫

　婦関係と兄弟関係と親子関係などをうまく処理

　したいです．よき妻になりたいです．そして隣

　人を助けてあげます．子供に勤勉に勉強するこ

　　とを教えてあげます．』

④「20年後の自分の生活」における生活水準に関す

る日中比較

　Fig．11，Tab1e9が分類整理した結果である．こ

の結果を見ると，中国の重点校（いわゆるエリート

校）が，他に比べ明らかに「裕福な生活」を多く選

択していること，また申国重点校は，中国普通校よ

りも生活の水準に関する記述の割合が多いこと，さ

らに「普通の生活」に関連する記述をしたものが，

日本だけでなく中国重点校でもほぼ同様にいること

日本
中国重点校
中国普通校

日本
申国重点校
中国普通校

日本

申国重点校
申国普通校

　．Fig．11
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　　　　　　　　　　　　　　囲関連記述無し
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　　　　　　　　　　　　　　　　・不明中学女子
申学女子

中学全体
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「20年後の自分の生活」の生活水準に関する

日中比較

が読み取れる．中国の重点校に「裕福な生活」が多

いことや，日本の中学生に「普通の生活」に関連す

る記述が多いことは理解しやすいが，中国重点校の

中学生に普通校よりも「普通の生活」に関連する記

述が多く見られたことは興味深いことと思われる．

　さらに，以下で生活の水準に関連する記述の中か

ら，より代表的と思われる事例のいくつかを列挙す
る．

＜東京　中2男子〉

　『普通の生活をしていたい．』

　『よくあるパターン』

　『宝くじがあたって外国に滞在し，いいくらしを

　　している．山の中で静かな所．』

〈東京　中2女子〉

　『ふつうのくらしをしている．自分のお店をもっ

　　ている．』

　『大きい病院で働く薬ざい師でお金持ちになる．』

　『ふつうのくらしをしている．自分のお店をもっ

　　ている．』

＜北京　中1男子〉
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　『大人になると私は電子関係の仕事をするつもり

　です．普通の生活をし，普通の人をしています．』

＜北京　中2男子＞

　『20年後金持ちになって，楽な生活をしたいです．

　多くの友達を持っている人になりたいです．そ

　の時，4D　Kの家と，現代化の電気，家具がそ

　ろっています．生活が楽しいですね！私はまず，

　部隊に入って丈夫な体に鍛えています．そして，

　都市に帰ってから官員の地位をねらいます．官

　員にならないと“イ到希”（法律違反の商売をする

　こと）になります．』

＜西安　中3男子〉

　『20年後，ごく普通の人になります．平凡な生活

　をしています．社会に小さい力を貢献したいで

　す．』

＜北京　中2女子〉

　『科学研究者になって難しい仕事をしたいです．

　有名になりたくなくて静かな生活をしたいです．

　私はたくさんの金は要らなくて，日常生活用品

　と本と器具が買えれば満足します．私は自利し

　なくて，人々を助けます．私は自分の科学研究

　の成果を祖国に捧げます．しかし，私は自分の

　名前をのこすことなく，報酬も要ら．ないです．

　私は詩を書いています．しかし，その詩を発表

　しないです．両親に孝行しています．私はえら

　い人になりたくないです．私はたくさんの花を

　植えていきたいです．』

＜西安　中3女子〉

　『20年後，私は知識を持っている労働者になりま

　す．えらい人にはなれないと思います．それを

　希望しないからです．静かに勉強をし，仕事を

　し，生活をしたいです．そして，祖国を愛し，

　家族を愛し，郷里を愛したいです．私は貧乏な

　共産党員になりたくないです．将来の祖国と同

　じようにゆたかで，人々に尊敬されます、』

　以上（ユ）～（5）の結果・考察を総合すると，日本の中

学生は，中には高い理想を持ち，．社会に献身的で積

極的な「生き方」を記述しているものも少なからず

見られたが，やはり全体としては，目標が暖昧で主

体性に欠け，受け身的で，いわゆる小市民的な感じ

であり，まさに「ふっうの生活を，ただなんとなく」

生きている，とでも言えそうな記述が特徴的であっ

た．それと対照的に，中国の中学生は，きわめて目

標が明確で，主体的，意欲的であり，かつ国の発展

のためという目的意識が強いことが推察された．

要　　約

　本研究のねらいは，日本と中国の現代中学生の現

状を，「生き方」という観点から，両者の比較検討と

いう形で明らかにすることであった．

　そこで，日本（首都圏・富山）と中国（北京市・

西安市）の公立中学隼（計711名）に対し，「生き方」

に関する4つの設問（「将来の生活についての願
し）」・「勉強の目的」・「大切な人物」・「20年後の自分

の生活」）で構成された質問紙調査が実施された．

　調査の結果，上記の4つの観点において以下のよ

うな諸点が明らかとなった．

　「将来の生活についての願い」に関して，日中の

中学生に共通して多く選択された項目として，『自分

の選んだ仕事に熱中できる生活をしたい．』・『家族

みんなとなかよく，楽しい生活をしたい．』の2項

一目，また日本の方が顕著に多い項目として，『たくさ

んお金をためて，豊かな生活をしたい．』，逆に中国

のほうが顕著に多い項目として，『えらくなって，た

くさんの人に尊敬される生活をしたい．』の項目が明

らかとなった．

　「勉強の目的」に関しては，日中の中学生に共通

して多く選択された項目として，『よいところに就職

する』・『広く教養を身につける』がある．また日本

の方が顕著に多い項目として，『親が勉強しろという

から』・『どこでもよいから上の学校に入るため』・

『ただ何となく』があり，逆に中国の方が顕著に多

い項目として，『人に尊敬される人間になるため』・

『国の発展のため』があることなどが明らかとなっ

た．

　「自分にとって一番大切な人」に関しては，日中

に共通して父・母が大多数であることが，顕著な特

徴であった．

　自由記述による「20年後の自分の生活」では，①

具体的な仕事の内容に関しては，日本では「サラリー

マン」や「仕事に関する記述無し」の者が多く，逆

に中国の方は，具体的な職業を記述しているものが

多い，②社会一個人志向に関しては，中国の方が杜

会志向が顕著に多い，③家庭志向一仕事志向に関し

ては，日本はほぼ半数が家庭志向，中国はほぼ3分

の2が仕事志向，④生活の水準に関しては，日中と

もに「裕福な生活」とともに「普通の生活」に関連

する記述がかなり多いこと，等が明らかとなった．

　以上の結果を総合して，全体として日本の中学生

の「生き方」は，将来の生活像が不明瞭で，小市民

的なのに比べ，中国の中学生の「生き方」は，社会

の発展を担うものとしての意欲や希望が強く，将来

の生活像も明確であること等が考察された．
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付　　記

　調査の実施にあたり次の多くの方々にご協力を頂

いた．大田区立大森第十中学校関根和夫，川崎市立

稲田中学校小沼謙］郎，富山市立南部中学校小川悦

朗の各先生，また中国人民大学附属中学校，北京工

業大学附属中学校，西安市育才中学校，同市陳西鋼

鉄研究所付属中学校の諸先生，そして調査対象と

なった中学生の皆さんには心より謝意を表する．ま

た本研究をまとめるにあたり，横浜国立大学高木秀

明，中国青年学院張湖，筑波大学芸術研究科張浦華，

同大心理学研究科佐藤有耕，同大人問学類学生（当

時）榎田礼子，袴田初子の諸氏にも多大なるご協力

を頂いた．厚くお礼申し上げる．
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